
令和６年度　 自己評価・学校関係者評価 報告書

どんな生徒を
育てたいか
【ＧＰ】

生徒をどう
育てるか
【ＣＰ】

どんな生徒を
待っているか

【ＡＰ】

領域・分野 今　年　度　の　具　体　的　な　重　点　目　標

生徒指導

進路指導

学校番号 学校名 土岐紅陵高等学校

学校教育目標
（教育方針）

47

学校の抱える課題

３つの方針
（ｽｸｰﾙ･ﾎﾟﾘｼｰ）

・ 一人一人の個性、感性及び長所を伸ばすための多様な科目選択を可能にする教育課程の編成と、ＩＣＴを有効に活用した粘り強く丁寧できめ細かな指導の実
施
・ 地域社会の一員としての自己有用感を持たせるとともに、主体性や協調性を育成するため、地域社会と連携・協働した体験的・実践的な活動を積極的に実施
・ 思考力、判断力、表現力等を育成するための課題解決学習を中心とした探究的な学びの推進

・ 基本的な生活習慣、倫理観及び社会的なマナーを身に付け、互いの多様性や人権を尊重し思いやる心と生命、自然、文化を大切にする生徒
・ 自己の可能性を信じ、自己を成長させるため、生涯にわたり主体的かつ意欲的、継続的に学習する努力を惜しまない生徒
・ 思考力と適切な判断力を身に付け、社会の進展に主体的に対応するとともに、他者と協働して豊かな地域・社会を創造する生徒

・現行の学習指導要領の３年目となり、教育課程及び系列展開において、改善点や課題がないか検証が必要である。

・生徒の、ルールやマナーの規範意識の更なる向上と、生徒自身が作る規律ある学校への環境整備が必要である。

・多様な進路希望に対しての支援体制が十分構築されていない。

・地域と連携した各活動の運営方法において、特に地域コミュニティとは継続的な対話の場を設ける必要がある。

・ 互いの違いや良さを理解し、互いに認め合う努力をするとともに、自らを律しつつ、他者を思いやり、他者とともに協調する努力ができる生徒
・ 自己の生き方について主体的に考えるとともに、将来の多様な進路実現に向けて学習活動、部活動、学校行事などに真面目に取り組む生徒
・ 奉仕活動や体験活動等の地域活動を通して地域社会と積極的に関わり、仲間とともに人間性、社会性を高めようとする生徒

その他
・「産業社会と人間」や「総合的な探究の時間」の科目において、①キャリア学習　②進路探究　③地域探究　を３つの柱とする。

・地域連携による体験活動を通した協働的な学習を明確に位置付けたの授業計画、およびその運営を円滑に行う体制づくりをする。

教育指導の重点

学習指導
・現行の学習指導要領において、３年次生の観点別評価方法を確立する。

・地域や外部と連携し「協働的な学び」を充実させ、「主体的・対話的で深い学びができるように授業改善に取り組む。

・学校の落ち着いた状態を確かなものとし、活気のある学校づくりを目指す。

・授業、部活動、学校行事、課外活動など、様々な場面を通して人間教育により力を入れる。

・生徒の進路についての選択肢を広げ、可能性を伸ばす取り組みの充実を図る。

・四年制大学や看護系上級学校等の進学や公務員への就職などの支援の充実を図るとともに、卒業後に必要な資質や学力をつける支援も行う。

・自己の在り方や生き方を主体的に考えるとともに、思いやりのある人間を育成する。
・社会で求められる資質や品格を身に付けた人間を育成する。
・地域社会に貢献できる人間を育成する。



年　　度　　目　　標 年　度　末　評　価（自　己　評　価）

観点別評価の計画

地域と外部との連携

授業評価で肯定的な

結果が７０％以上

学校評価の「生徒指導」

に関する項目で、肯定的

な結果が70％以上である

か。

①学校評価の「進路指導」

に関係する項目で肯定的な

結果が生徒・保護者とも

80％以上であるか

②「スタディサプリ」の

到達度テストの全国平均点

との差の変化（４月と１月

を比較）

・授業評価、産社ノート

（振り返りシート）で、

ルーブリック評価を実施

・学校運営協議会の委員

の外部評価を聴取

・生徒の事後アンケート

実施日：令和７年１月２４日 学校関係者評価 実施日：令和７年１月２４日

・地域の祭りへの参加の様子で、地元の方々や訪問者からも高い評価を得ている。また、祭りで学んだ
ことをまとめ、発表に繋げられていることが素晴らしい。これらをさらに来年の成果に結びつけるため
に模索したい。生徒とともに地域活性化のために協力体制を作りたい。
・発達が年齢に追い付いていない生徒もいるが、高校在学中に発達が年齢に追い付くことで多様な進路
が提供されている。
・学校経営姿勢について、先生方の「学校を良くしたい」「子どもたちを育てたい」という気概が伝わ
る。
学校の姿勢・取組
・「窯元まつり」への関わりは、本校における地域連携の看板である。スクール・ミッションにあるよ
うに地域に開かれた学びを実現し、さらに地域産業の活性化にも貢献したい。
・生徒の能力や発達段階を丁寧に理解し、個を大切にしながら学校の教育活動に調和させ、成長を促し
たい。

13 施策Ⅱ-13

27 施策Ⅳ-27

Ａ

施策Ⅱ-13

8

・各教科で１・２年次の観点別評価の重みと評

Ｂ

Ｂ

施策Ⅱ-8

・「じぶん開発講座」（国公立大学説明会、スタ

サプ活用説明会、静岡文化芸術大学説明会など）

を計６回実施した。

・低学年から進路について考えるきっかけづくり

の１つとして、進路支援部長が１年生の四年制

連携しながら進めることができた。

・準教科書の活用は半分程度にとどまった。
その他

13 施策Ⅱ-13

12 施策Ⅱ-12

来年度に向けての改善方策等

・ユニバーサルデザインとラーニングピラミッドを意識した授業改善：「学ぶ楽しさを感じる授業」を目指
す。
・中京学院大学との高大連携の実施および改善を図る。
・生徒間の健全な人間関係構築のために、①好ましいコミュニケーションの図り方　②スマートフォンの使用
方法について、外部機関との連携を図りながら対応する。
・進路決定に際して、志望理由をはじめとする自身の考えなどを的確に表現する機会を適切に提供する。
・公務員志望者に対して、各教科と連携した学力の向上及び面接指導を充実させる。
・「産業社会と人間」「総合的な探究の時間」の年間指導計画をブラッシュアップさせ、指導案や準備計画に
ついて、学校全体で共有できるものを作成する。
・来年度は、地域と連携した行事（窯元まつり）の、３年間を通した生徒の関わり方の完成年度である。「窯
元まつり」主催者との連携を密にして、具体的な方策について構想を練る。

産業社会と人間や総合的な探究の時間の科目

において、３年間を見通した指導計画とする。

「産業社会と人間」は準教科書を用いた指導計画

を作成し、再現性を担保した内容とする。

地域連携をCOREハイスクール事業に位置付け、

地域コミュニティとの継続的な対話の場を設ける。

それぞれの活動において、複数の分掌と横断的

に協働できるよう計画する。

・地域コミュニティとの継続的な対話の場を設ける

ことができた。

・それぞれの活動において、複数の分掌と横断的に

進路指導

13 施策Ⅱ-13

13 施策Ⅱ-13

9 施策Ⅱ-9

各学年の進路行事の目的を確実に理解させつつ、

生徒が主体的に取り組める方法を推し進める。

「国公立大学説明会」などを実施し、生徒自身が

進路の選択肢を広げ、考えられるようにする。

「スタディサプリ」などの教材の活用や各行事を

通して、必要な資質や学力を身に付ける。

生徒指導

1 施策Ⅰ-1

1

学習指導

8 施策Ⅱ-8

13

施策Ⅰ-1

1 施策Ⅰ-1

1 施策Ⅰ-1

観点別評価の重みと評価項目を計画をする。

地域や外部と連携した授業を展開する。

自己肯定感と自己有用感を育み、

自らの価値と可能性に気づかせる。

出会いと学びを通じて、人の気持ちを考え、

発言・行動することができる力をつけさせる。

基本的生活習慣を確立し、TPOをわきまえた、

立ち振る舞いができる力をつけさせる。

集団における自身の役割を理解し、他者と協働し

領域
分野

３つの方針・具体的な重点目標の達成に必要な
具体的取組・方策

県教育振興基本計画で
の位置付け

育活動を実践する。

価項目を見直し、３年次生の観点別評価方法の

計画をする。

・協働的な学びを充実するために、地域と連携

した体験的な授業を行う。

・外部や他教科との連携やＩＣＴを活用した教

達成度の判断・判断基準
あるいは評価指標

取組状況・実践内容
評価項目の達成状況等

学ぶ楽しさを感じられる教育活動の充実を図る。

総合
評価

A.B.C.D

評価
A.B.C.D

成果と課題

・地域と連携した授業を行うことができた。

・生徒アンケートの授業評価で肯定的な結

果が７０％以上であった。

・実用英語英検定準１級合格２人。

・「放課後学習室」と「ＳＳＴ」の実施

・中京学院大学と高大連携の調印

昨年度以上に、落ち着いた状態で授業を実践

することができた。また、学校行事や部活動

についても、より活発になってきた。１年間

Ａ

Ａ

・職員で生徒指導方針を共有し、全職員体制での生徒

指導・支援を実践することができた。その結果、生

徒学校評価の、生徒指導に関する項目について、全

責任をもって物事に取り組む力をつけさせる。

大学進学希望者などに対して面談を２回（５月、

１１月）実施した。

・年度当初に「R6～R8のロードマップ」を周知できた。

土岐紅陵型の総合学科の展開について、分掌間で

を通じて、様々な場面で生徒の活躍を見るこ

とができた。今後の課題は、生徒の成長を認

めながらも、現状に満足することなく、更な

てのもので、肯定的な評価が85%以上であった。

ある。

・２年次生の総探の内容がスケジュール的に

過密になってしまったので次年度調整をする。

一方で、志望理由をはじめとする自身の考え

などを的確に表現する能力が不十分である

生徒が少なくない点が課題である。

・産社総探の評価の開発については未着手で

生徒が将来の進路に対して前向きに取り

組む姿勢がさまざまな場で見られるように

なった。また、自分の可能性を信じて、

能力を身に付けようとする生徒が増加した。

協働することができた。

・年度当初に各教科で観点別評価の見直し

と計画ができた。

る可能性を追求することである。


